
剣友会 『第１３回 剣友祭』 報告 

【本学開学１２０周年、大学創設７０周年記念協賛】 

今回の第１３回剣友祭は、本学開学１２０周年、大学創設７０

周年記念に協賛して開催いたしましたが、その協賛の行事とし

て、森迫学長に記念講演をお願いいたしました。 

【剣友会総会】  

中村会長の議長により進行。令和元年度の活動報告、決算報告

と監査報告、令和２年度の活動計画の報告と提案があり質疑応

答の後承認された。主要な資料は本資料に添付しておりますの

で確認ください。 
【剣道部・現役報告】 
柴田主将から現役剣道部の活動報告を頂きました。 

三繊大戦は信州大での開催でしたが、団体戦は振るいませんで

したが、個人戦男子で石井君が優勝しました。これを挽回すべ

く夏合宿を頑張って臨んだ室蘭工大での六工大戦は、団体３位、

個人男子３位、女子３位と健闘いたしました。さらに研鑽を積

み今後の活躍を期待したいものです。 

【森迫学長による記念講演】   

頭記のように本学開学・創設記念に協賛して森迫学長にご講演をいただきました。 

ご講演は、高校時代に武道の選択で剣道を選んだが、臭い剣道具や剣道部員にしこ

たま打たれたりとあまりいい思い出はないというお話で始まりました。 

そのあと１２０年前の開学、７０年前の新制大学発足、２００４年の国立大学法人

化の３つ起点・転換点のお話がありました。国立法人化に合わせて、大学の将来ビ

ジョンとして「感性豊かな国際的工学系大学」の実現を目指して活動を行ってい

る。その後も日本社会のグローバル化をけん引する「スーパーグローバル大学創生

支援」事業にも採択されグローバル化の展開に取り組んでいる。また現在の標語と

して「Never an obsession with the past,nor a blind adherence to tradition(過

去に執着せず,伝統に妄信的にならない)」を掲げ新たな大学の姿を目指している、

などの初めて伺う大学の頼もしい将来展開をお聞きする非常にいい機会になりました。 

【会員交流会】 

大先輩から現役生までの全参加者を７グループに分けて会員の交流会を行いましたが、三世代にわたるメンバ 

ーが、その年代差を超えて交流を図ることができました。 

 



【合同稽古会】今回初めての試みとして、剣友祭の中で合同稽古会を開催しました。場所を体育館に移し多く

の行事のなか短時間ではありましたが，ＯＢ同士、ＯＢと現役との稽古会を実施しました。 

【懇親会】会員交流会‣合同稽古会を終了後、会場を「生協ホール」に移して懇親会を開催しました。 

会員交流会のグループ分けで懇親会をスタートしましたが、その後は各自の思いで移動し旧交を温める人、先生

方や現役との交流を深める方など、おいしいお酒をいただきながら賑やかなひと時を過ごすことができました。 

      生協ホールでの懇親会のひと時          若い女性に囲まれ伊藤名誉師範もご機嫌 

       世代を超えた懇親             浅野さんと大病を克服して参加の津田さん(右）

【参加者全員の記念写真】 森迫学長,伊藤先生はじめ５４名の参加者の皆さん 


